
■ブラジル：住友商事、バイオマス燃料事業に参入 

住友商事は 2016年 2月 26日、ブラジルのバイオマス燃料製造会社 Cosan Biomassaの株

式 20%を取得したと発表した。Cosan Biomassa（サンパウロ州）は世界最大の製糖メー

カーCosanの子会社で、サトウキビを圧縮成型したペレット状燃料を製造し、主に発電用

燃料として利用される。同社は 2015 年から年産 17万 5,000tの工場を新設、本格的な商

業生産に入っている。サンパウロ州では製糖過程で出るサトウキビ残渣が豊富にあり、同

社は市場規模を睨みつつ、2025年に 200万 t、将来的には 800万 tまで生産能力を拡大す

るとしている。住友商事は、安定的なバイオマス燃料の確保を目指して、2008年から日本

向けに発電用バイオマスの輸入ビジネスを手掛け、欧州市場での販売も視野に入れている。 

 

 


